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総括ディスカッションでは、本講座でご登壇いただいた方々に、温泉地の滞在化について研究してき
た研究者を加えて議論を行いました。滞在化にはどのようなスタイルやターゲットが有望なのか、どの
ように進めるべきか、また留意点は何かなど、パネリスト同士の議論および受講者との質疑応答を通
じて、滞在化促進への理解を深めるとともに、今後に向けたアクションのヒントを探りました。
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　さらに、こうした滞在を支える人々がいます。湯治生

活全体をサポートする宿の主人、飯炊き老女やマッ

サージ師など、滞在・療養行為をサポートする体制が、

この時代に出来上がっていました（図3）。

　こうした中、温泉地は独自性のある非日常的な空間

を持つことになったと指摘されています。下村彰男先

生によると温泉地は「集落部」の周りに「周縁部」、さ

らに「周辺自然部」を持つ三重構造になっており、「集

落部」には宿や共同湯、商店などの華やぎを持つ要素、

「周縁部」の高台に社寺が立地することで温泉空間の

境界が可視化されていました。さらにその周りには自

然があり、ヒューマンスケールで歩ける中に魅力的な

要素が詰まっており、様々な仕掛けによって魅力ある

別世界が形成されていました。

　この中で人々は病気の完治を願って入浴したり、祈

願や物見遊山のための寺社参詣、保養・観光を行っ

ています。特に温泉地での人々の交流はとても盛んで

「隔てなくむつびかたらふ事、有馬、但馬など、温泉の

場の交ごとし」という言葉が『西遊記』（1795）に残さ

れています。幕末に来日した外国人は「人々はそこで人

に会うために来ているのである」（『F・ベアトの写真

集』）と思うほどでした。

　こちらはそうした温泉地における保養・観光活動を

図式化したものです（図4）。中心に「交流」があり、水

平軸が「屋内」「屋外」、垂直軸が「都市的」「牧歌的」

となっています。本人の体力や病状、文化的な能力、

経済力や天候に応じて、のんびり交流することも含め

て、生活を楽しめる様々なプログラムが自然に形成さ

れていきました。

　今までの話をまとめると、長期滞在を可能にした要

因として、以下の5つのポイントが挙げられます（図5）。

このような長期滞在に必要な要素の原型は、江戸時

代に見ることができるのではないかと思います。

現代の温泉地における滞在型への模索

　それでは、現代の温泉地において、滞在型への模索

がどのように行われているか、温泉地における滞在型

の調査（文科省科研費）をもとにお話しします。まず

は宿泊施設およびその周辺地域、この2つの視点から

考えていきたいと思います。

　従来の宿泊施設のビジネスモデルは1泊2食付きの

料金体系で、宿泊施設への囲い込みが一般的でした。

図3 図4
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近年は泊食分離や2泊以上を基本とする連泊基本型、

連泊割引や滞在プログラムを行うなど、連泊を推進す

る様々な取り組みが行われています。

　滞在者が滞在の大半を過ごすのは、宿泊施設内で

す。その宿泊施設内の空間を分類すると、共有空間、

個室空間、基本生活空間、付帯的空間の4つに分けら

れます（図6）。付帯的空間は、談話室やギャラリー、

カフェなどで、非日常生活を楽しむことが可能です。こ

うした空間は、滞在者同士が定期的に利用することで、

交流を育む場所として機能しています（図7）。

　滞在という「日常生活」の連続性の中で、施設の「内

の魅力」を形成するため、滞在者の個々の要望に応え

られる「快適な暮らしの仕組み」づくりが進められて

います。またソフトから見た取り組みも多様化が進ん

でいます。例えば食事付きの場合は、カロリーも含め、

利用者の自主判断に委ねるバイキングの導入、養生食

など連泊に適した食事の提供など、滞在者の要望に応

じたソフトづくりが進められています。

　本来、温泉地というのは何もしないでのんびりと過

ごす身体的な心地良さがあり、そのこと自体が再訪や

連泊の大きな魅力です。近年はそこにさらなる「目的」

を求める方も少なくありません。そうした中で、温泉地

に行かなければできないような滞在目的の提供に

「食」を利用している施設もあります。例えば、ファス

ティング（断食）や健康に配慮した養生食です。のん

びり過ごす中、自宅ではできない「食」のサポートを

することで、滞在した結果や意味を感じられるという

取り組みです。

　一方で宿泊施設内でのアートツアーやロビーコン

サートなど、滞在者の興味や関心、趣味に応じたイベ

ントを積極的に設けることで、連泊の楽しみを提供し

ている施設もあります。近年ではそうした楽しみを施

設内だけではなく、温泉地内や隣接地域まで広げる

動きもあります。例えば、宿泊施設がバスツアーを主

催するなど、日中の滞在先を広域に広げることは、連

泊の楽しみや、季節を変えての再訪を促す仕組みとな

図5 図6

図7 図8
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ります。

　つまり、宿泊施設はソフト面において、各地域や施

設の特性に応じて非日常を味わう「個性的な仕組み」

を用意することで、快適な日常性だけではなく適度な

非日常性を作り出し、滞在の魅力を持続させようとし

ています。

　一方で、温泉地においては、地域全体で連泊を促す

システムを充実させる取り組みも行われています。この

「連泊型」の具体例としては、大分県・長湯温泉の「温

泉療養保健システム」や長野県・鹿教湯温泉の「信州

お試し移住」などがあります。もう一つが「滞在プログ

ラム型」です。具体例としては、ドイツの滞在型健康

保養地クアオルトをベースにした山形県・かみのやま

温泉の「上山型温泉クアオルト」、長野県・別所温泉の

「デトックス＆チャージプログラム」やバスツアーなど

があります。地域が主体となった滞在プログラムや、着

地型旅行商品を充実させることで、半日から1日、1日

から2日と長く滞在させることを目指し、まず連泊する

楽しみを提供しようという取り組みと言えます。

　これは、空間軸と主体軸により、宿泊滞在の魅力づ

くりへの取り組みを表したものです（図8）。個々の宿

泊施設での魅力づくりは限られますが、連携すること

で、魅力づくりを広げていくことができるのではない

かと思います。

　滞在化の取り組みにおける大きな課題は、画一化が

進んだ温泉地において、地域全体で他の地域といか

に差別化できるかです。そうした中、今回調べた温泉

地の多くが、温泉地の本質である湯治の持つ「保養」

「健康」をキーワードにしながら滞在型への取り組み

を行っています。温泉地の歴史や自然、広域を含めた

地域資源などを活かし、個性と目的を明確にし、他の

地域と差異化することで滞在の魅力づくりに取り組ん

でいました。

地域の個性を活かし、
持続可能な基盤づくりが必要

　それでは、今後の取り組みに対するヒントとして、ど

のようなものが考えられるでしょうか。地域という視点

から、今回は2点考えてみました。一つは地域と広域

の個性を活かした滞在化への取り組みです。もう一つ

が、地域という視点から考えた時、いかに持続可能な

基盤をつくるかということです。

　滞在を充実させるには、最初に宿泊施設内のハード

とソフトの魅力、次に地域と広域の魅力という両方の

視点が必要になり、人々を飽きさせないための仕掛け

づくりが重要になってきます。図式化すると、宿泊施設

という「内の空間」を拠点としながら、滞在温泉地エ

リア、さらには広域周辺エリアという外部空間がありま

す。地域の個性と広域的な特性を活かすことによって、

滞在生活をより魅力的に、そして連泊したいと思わせ

るような仕掛けが求められると言えます（図9）。

　そうした滞在型への共通の課題である「持続可能

な基盤」としては2つの問題が考えられます（図10）。

一つは地域自身が滞在生活を支える仕組みを考える

ことです。宿泊施設と、また広域も含めた場合は地域

間でどう連携していくのか、この「連携」をクリアして

いくことで、新しい魅力が生まれてくるのではないかと

図9 図10
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考えています。宿泊施設で泊食分離が進んでも、まち

に飲食街や小売店がなければ、充実した滞在生活を

過ごすことができません。地域全体の取り組みが必要

と言えます。

　もう一つの課題が持続可能な取り組みの基盤です。

今回の調査で、温泉地の滞在化への取り組みの多く

は、国の方針による多様な助成金をもとに行われてい

ました。どうしたら継続的な活動が行えるのか、観光

地の自主財源は非常に大きな問題だと思いますが、人

材面でも資金面でもそうした基盤づくりが、今後の大

きな課題になるのではと思います。

　今回の講座のテーマ「滞在化」を考えた時、地域の

個性をどのように活かして取り組むのか、それを持続

させるためにいかに基盤を作るのか。これらの課題を

解決するため、今回の講師の方々の地域では様々な取

り組みをされていると思いますので、私も新たなヒント

を学ばせていただきたいと考えております。

ディスカッション

ネットワークを
広域に広げる動きを「誘発」

岩崎　内田先生のお話で、これまでの講義で紹介され

た事例のポイントが、今一度、整理されたのではない

でしょうか。

　このディスカッションでは、講師の方々からお話し

いただいた各地域の事例を個別解として終わらせるの

ではなく、できるだけ受講者の皆さんの地域に持ち帰

れる一般解にしていきたいと思っています。

　まず講師の方々から、ご自分の地域でどのような滞

在化への取り組みをされているか改めてお話しいただ

き、その後で会場の皆さんから質問をいただきたいと

思います。

山出　「BEPPU PROJECT」というNPOは、いわば総

合的な担い手であり、アートや観光などいろいろな取

り組みを行う中で地域と連携し合いながら、別府の

魅力を様々な方向に向かって高めていく組織です。

アーティストが年間400～500人来ていて、閑散期に

滞在して絵を描いてもらったり、別府の観光情報を

SNSで発信してもらったりしています。

　10年間で1,000件ほどのプロジェクトを実現させま

したが、これはある意味、過剰だと思います。ただし、

僕らが一番重視しているのは「誘発」させることです。

過剰なまでにどんどん発信することで「こういうことを

やっていいんだ」「自分たちもやろう」といった意識を

地域に誘発し、その人たちの裏側にある関係性、ソー

シャルキャピタル（信頼、規範、ネットワークといった

社会組織の特徴）をまちなかで多様化させるのが狙い

です。さらに地域外のネットワークがどんどん引き寄

せられ、別府の外側に広がるいろいろな関係性が広

域的につながり、どんどん沸騰し始めていくことを目

指しています。

岩崎　内田先生から宿泊施設と地域というお話があ

りました。真野先生からは「尾道空き家再生プロジェ

クト」が運営するゲストハウスと地域の関係性につい

てお話しいただけますでしょうか。

真野　「尾道空き家再生プロジェクト」というのは、空

き家の再生や個人で移住する人をサポートすることが

基本で、そういうところがゲストハウス事業を始めたと

いうのは、少し特殊なケースだと思います。

　ゲストハウス事業が何を目指しているかというと、

豊田雅子代表によれば、外国人や若い人にもっとたく

さん来てほしい、来てすぐ帰る人ではなく、ゆっくり生

活するように滞在する人に泊まってほしいという想い

があります。しかし、今はかなり人気が出てきて、あま

りゆっくり長居もできず、どんどんお客様が来て商品

のようになってしまっているというのもあり、最初の頃

のようなゆったりときめ細かいおもてなしができてい

ない部分もあります。

　ゲストハウスに来る人は、いろいろな目的を持って

来ています。自転車に乗りに来たり、「え、そこを見る

の？」みたいな違う気づきを求めて来る人、何も目的が

なくゲストハウスを見るために来て、1カ月くらい滞在し

てそのままスタッフになってしまう人もいます。何かこ

こにはそういうものがあり、ゲストハウスが意図してい

るものとは違うお客様が来ていて、そうでないと、こ

んなに続かないと思います。最初は運営者の意図が

あったけれど、現実はいろいろな方向に多様化してい

るという状況があると思います。
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岩崎　田中さんには2日間、全講義をお聞きいただい

ており、ニセコエリアと他の地域には共通項がいくつ

もあるとおっしゃっていました。

田中　2日間の講義で、大変勉強させていただきまし

た。共通項は、「よそもの」の存在、コミュニティの形

成の仕方という2つに大きく分けられるのかなと感じ

ました。よそものが地域の良さや個性に気づき、根付

いて活動していくというのは必須アイテムだと感じ、こ

れらがうまく連携することで、滞在型観光が実現して

いくのかなと思います。滞在型観光を考察していくと、

観光まちづくりに結局つながっていくんだなと感じま

した。

　私から山出さんにお聞きしたいことがあります。ハー

ド面を整備するのはお金もかかりますが、1,000以上

のイベントを行う別府のソフト面の充実ぶりは、今回

お話を伺って非常に勉強になりました。どうやって市

民参加型で取り組んでこられたのかを改めて伺いたい

のと、今後、滞在化に向けてこれが効果的ということ

があれば、ぜひご教授ください。

山出　うちのNPOの職員は現在14人ほどで、以前より

少し減っています。年間の予算規模は2億5,000万円く

らいです。そのうち補助金は約1,000万円ですが、別

府市からは昨年は30万円しかもらっていません。

　スタッフ一人ひとりがたくさんの事業を担当してきま

したが、数年前から自分たちだけで行う事業を減らし

たいという意識が出始めました。地域でいろいろな動

きを誘発させることにより、我々自身で全てを完結さ

せないようにしたいと思っています。例えば、デザイン

部門は完全に独立していて、地元のスタッフに外注す

る形をとっています。このように、事業化できるものは

どんどんスピンアウトさせるというのが僕らの戦略で

す。ふと気づいた時には社会資本が広がり、関係する

人々が誘発され、プロジェクトがいろんなところで勝

手に始まっていくというのが僕らの狙いです。

　滞在を促進するために効果的と言える事業はなか

なかありませんが、「混浴温泉世界」の平均滞在泊数

は、2012年（平成24年）は1泊でしたが2015年（平成

27年）には2泊になりました。その要因は、アートコン

テンツの充実以外にも、それまでに「どこのご飯がお

いしい」といったまちの情報発信をずっと続けていた

ので、「別府に行ったら食い倒れ、飲み倒れだよね」と

いう感覚で来られる方が多くなったと思います。また、

温泉の泉質が10種類あり、複数めぐることで相乗的な

効果が得られることを紹介したり、温泉を拠点にした

散策ルートの提案など、まちの楽しみ方についても同

時に発信してきたので、その効果があったのではない

かと思います。

　もう一つ力を入れているのは、広域的な連携です。

行政主導の広域連携は難しく、あまりうまくいかない

と思っているので、民間主導でどんどんつながりを作

り、それをベースに行政の施策に落とし込むことを意

識しています。

田中　ありがとうございます。

　次に尾道について、真野先生にお聞きしたいのです

が、若者の移住が増えているということで、地方創生

の後押しになっている面もあるでしょうし、地域のコ

ミュニティも盛り上がっているのかなと思います。そう

いう活動をしていく上で、NPOという法人は非常に重

要な立ち位置なのかなと思いました。他の地域にも応

用できるようなヒントをいただければと思います。

真野　難しいですね。地方創生みたいな流れには、多

分私たちの団体は乗りたくないんです。補助金とかは

要らないので、ゲストハウスという自前のエンジンを

作って、そういう中で本当に投資したいところに投資

するという方向に向かっています。ですから、地方創

Hinako Iwasaki
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生で何千万円のお金が付くから何かやらないか、とい

う話には乗らないし、そのための組織連携なども多分

やらないと思います。

　それよりも、個人の移住者や滞在客を大事にするた

めにどういう連携ができるかということで、毎年『空き

プレス』という年次レポートを出していて、今8号目に

なります。広告が1コマ3,000円で、1号の時は全然入

らなかったけれど、今は数十件入っていて、移住者が

始めたお店や宿泊客が行くようなお店は大体広告を出

してくれます。

　そういう意味では、空き家再生が何でも手を出すと

いうより、周囲が活発になればいいと思うし、事業者

のネットワークも広がっていると思います。一つのまと

まった組織で説明できるようなものではありませんが、

かなり集積はしていると思います。それは観光協会で

もNPOでもできない、個の事業者がたくさん集まるこ

とで生まれてくるものであり、どこかがコントロールし

たり、強調したりできるという簡単なものではないよう

な気がします。

観光まちづくりのための
独自財源をどう確保するか

田中　続いて、森さんにお伺いしたいのですが、軽井

沢は普通交付税の不交付団体ということで、自立性が

高い町と以前から認識していました。非居住者の別荘

に関して、税制などで何か作用していることがあるの

か、財源確保の観点から教えていただきたいです。

森　ご指摘のとおり、軽井沢は不交付団体ということ

で、一般交付税をいただいていません。他の地域と大

きく異なるのは、固定資産税、都市計画税について、

一般住民は軽減措置が施されていますが、別荘のお

客様はそれがありません。この財源が50億円以上あ

ります。

　一般会計は約130億円で、一般的な自治体の場合、

固定資産税より住民税のほうが多いのですが、軽井

沢は固定資産税のほうが多くなっています。別荘がこ

れだけ多いと、水道やごみ処理にも経費がかかります。

インフラ整備にもお金がかかりますが、それについて

は固定資産税で賄っています。これら以外で違う税を

かけているということはありません。

山出　別府では今、DMOを作ろうとしています。入湯

税を100円から200円にして、増額分を目的税として

DMOの運転資金に充てるなどいろいろと検討してい

ますが、なかなか答えが出ません。軽井沢は固定資産

税だけでしょうか。

森　入湯税ももちろんいただいていますが、観光のイ

ンフラ整備に使っているのは固定資産税だけです。ゴ

ルフ場がたくさんありますので、ゴルフ場利用税も入っ

てきます。熱海には別荘税があると聞いていますので、

そういったやり方もあるかと思います。

田中　固定資産税の税率は決まっていて、それより高

くすることはできないのですが、減免することは各市

町村の自治体に与えられている権限となります。

梅川　山出さんがおっしゃった入湯税の話は、釧路市

の阿寒湖温泉で実現しています。入湯税を150円から

100円上げて、かさ上げした分を地域の観光協会に戻

す仕組みです。釧路市が観光振興臨時基金を作り、阿

寒湖温泉の観光まちづくりに計画的に使えるという枠

組みです。他の温泉地でもやりたいというところがたく

さんあり、別府市も市長さんが代わってから、新しい

取り組みを勉強したいということで、市会議員さんや

部長さんなど関係者が勉強に来られました。

　しかし、簡単にはできないですね。徴収義務者が旅

館になるので、旅館が税金を上げることについてどう

考えるかということがあります。つまり「お客様が減る

のでは」と考えてしまうわけです。入湯税を取ること自

体、業界団体が反対していて、それは都市のホテルは

税金がかからないのに、どうして温泉地の旅館はかか

るのか、不公平ではないかというロジックですね。

　海外ではホテルタックスやベッドタックスを取ってい

る都市も多く、それを観光振興やＭＩＣＥに安定的に

使っているわけです。東京都でも宿泊税を徴収してい

ますが、年に15億円くらいの収入があり、それを全て

観光振興に使っているということで、東京都の観光案

内標識や多言語化された観光案内マップなどは全て

宿泊税で作っているそうです。独自財源を模索する動

きは、これからもますます活発化すると思います。

岩崎　講師の方々からご発言いただきましたので、受

講者の皆さんから質問をお受けしたいと思います。
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会場　山出さんに質問です。今、越後妻有の大地の芸

術祭や瀬戸内の直島など、日本全国でアートの取り組

みがありますが、山出さんが別府でやっているコンテ

ンツはそういうものとは違うように思います。もし東北

でそうしたアートの取り組みをする場合は、別府のよ

うな取り組みが必要ではと思いましたが、東北につい

てはどのようにお考えでしょうか。

山出　そのまちに合う形というものは、やはりあると

思っています。その場所ならではのあり方を「サイトス

ペシフィック」と言いますが、僕はそういう考え方に重

きを置いているので、別府なら別府に、国東半島なら

国東半島に合わせたアートを計画しています。

　東北に関しては、震災で建物や風景がなくなるのは

大変悲しいことだと思います。僕らのお客様にアメリ

カの美術館関係者がいて、企業の社長会長クラスでユ

ダヤ人が多いのですが、彼らがなぜアートを応援する

かと聞くと、「根絶やしにされそうになった時、我々が、

唯一残せたのが書物であり文化だった。自分たちがい

なくなっても、それらさえ残ればいいと気づいたから

だ」と言っていました。

　東日本大震災の後、我々の仲間が東北で「三陸国

際芸術祭」というイベントを開催しました。地元に残

る伝統的な芸能やお祭りを残し、それを現代の若い

ダンサーが学びに行くという企画で、もう何年か継続

して実施しています。アジアのダンサーたちにも見ても

らって、日本の伝統的なものを知り、それを自国に持

ち帰って新しい発見につなげてもらうという取り組み

も始まっています。

　文化は、経済資本、社会資本と並んで、非常に重要

な資本だと思います。人が人らしく生き、地域がその

地域らしくあるために、脈 と々伝統が受け継がれ、そ

れが現代につながってまた新しい形となって引き継が

れていく。このような形になれば素敵だなと思います。

会場　森さんにお聞きしたいのですが、軽井沢で大き

な面積を占めるプリンスホテルの存在や企業活動は、

100年以上にわたって受け継がれてきた軽井沢のブラ

ンディングに、どのように関与しているのでしょうか。

企業体なので、当然経営に浮き沈みや変化もあると思

いますが、そのことが50～100年先を見るグランドデ

ザインにどう影響すると思われますか。

森　プリンスホテルは、軽井沢の3分の1くらいの面積

を所有もしくは開発管理しています。古くは大正から

開発しているので、軽井沢町はずっと行政と一企業と

いう形でお付き合いをしています。現在は特に相反す

る想いを持っているということはなく、行政にご協力

いただいている企業と認識しています。

　50～100年先のグランドデザインを作るにあたって

も、お話をさせていただき、アウトレットやスキー場な

どの現存する施設もそうしたことを共通認識としてデ

ザインに描き込んでいます。

　一企業なので、経営の変化があるのではというご質

問についてですが、当然そのような可能性もあると思

います。ただ、プリンスホテルの方とお話しすると、「撤

退する所もあるが、現在のところ、軽井沢は残したい」

とおっしゃっているので、今のところは大丈夫かなと

思っています。

会場　田中さんのいらっしゃるニセコエリアでは、以

前プリンスホテルがスキー場やホテルを経営しており、

今は撤退されていますが、どういうことが起きたのか

教えていただけますか。

田中　ニセコからプリンスホテルが撤退した際、シティ

グループに譲渡されました。シティグループが数年間

所有した後、今はYTLというマレーシア資本の会社が

スキー場と旧プリンスホテルの施設をヒルトンニセコ

ビレッジという形で運営しています。36コースあった

Yoshihito Tanaka
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ゴルフコースは18コースに減りましたが、精力的に設

備投資もされていて、2020年にはコース跡地にリッツ・

カールトンがオープンします。

　プリンスホテルがあったのはニセコ町で、そちらは

観光のインフラ整備、特に下水整備などがされていな

いんですね。今後、ニセコ町はそうした大きな施設が

建てられることで、インフラ整備に向けて行政的にも

負担を強いられるのではないかと思います。

　倶知安町には、ニセコHANAZONOリゾートというス

キーリゾートがあります。東急不動産がプラスアルファ

で作った所ですが、当初オーストラリア資本が買い取

りましたが、現在はその会社をパシフィック・センチュ

リー・プレミアム・ディベロップメンツ（PCPD）という

香港資本の会社が買収して運営しています。ニセコエ

リアには一つの山に4社のスキー場がありますが、2つ

は日系、2つは外資で、交流を図るのは結構大変でも

あります。

DMOは滞在化促進の基盤になり得るか

会場　内田先生から、滞在化のヒントとして、地域と

広域の個性を活かすことと、いかに持続できる基盤を

作れるかが大事というお話がありました。今回の講義

中、たびたびDMOという言葉が登場し、国も設立を奨

励していますが、そもそもDMOとは何ぞやという疑問

が地域にはあると思います。お客様に長期滞在してい

ただくための観光まちづくりに必要なのは、組織では

なく機能ではないか、民間のパワーが主導するもので

はないか、と考えています。講師の皆さんが考える

DMOのあり方や理想形があれば教えてください。

山出　別府市の中にDMO推進室ができ、うちのNPO

の理事でオンパクの理事長が中心となり、DMOの設

立を進めています。僕らはツェルマットを意識してい

ますが、そもそもなぜ別府にDMOが要るかというと、

観光協会の役割・機能に課題があるためと思われま

す。例えば、観光統計の整備などです。

　行政と一緒に協議会を作っても広域連携がうまくい

かないのと同じで、新しいマーケットを作る戦略を一

つの自治体の中だけで行うという考え方では、もう立

ち行かないように感じます。例えば、僕らがパリに観

光に行った場合、ついでにベルサイユ宮殿にも足を延

ばそうという考えになります。観光客にとってはベルサ

イユがパリ市内かどうかは関係なく、距離の問題だけ

です。地域を横断して誘客を図るとか、そういう観光

地同士の連携をもっと仕掛けていけばいいのに、と門

外漢は思うわけです。

田中　ニセコでは、DMOと言われる前からニセコ観

光局という名前で何とか組織が作れないかと取り組ん

できました。ステークホルダーが集まって、行政体は

関係なく広域でお客様にアプローチしてマーケティン

グとセールスをやろうと動いたのですが、山出さんが

おっしゃったように、行政間の軋
あつれき

轢が大きく未だにで

きていません。

　なぜ観光局を作ろうと考えたかというと、補助金で

はない自主財源を持ち、足かせのない自由な形でセー

ルスできるようにしたかったからです。DMOを国の制

度として作ってしまうと、ひも付きになってしまうので

なかなか難しく、本質的なところは解決できるのかな

と心配して見ているのですが。

　ちなみにニセコは、国の日本版DMOには手を挙げ

ず、講義でお話ししたBIDという考え方で観光まちづく

りを行うための財源を確保していこうと決めています。

DMOというのはマーケティングセールスを行う組織な

ので、BIDとDMOの2つが地域にあれば、タイヤの両

輪になってうまく回っていくのではと思います。

会場　今のお話に関してですが、ニセコ町では全国に

先駆けて観光協会を株式会社化しました。そのことに

よる大きな変化はありましたか。

田中　51％の株を町が持ち、49％を様々な観光関連

事業者が出資しています。現在の仕事は、来訪したお

客様への観光案内と旅行商品の販売です。

　ただ、株式会社にしたことで何かメリットがあったか

というと、創設者は「なかった」と言っています。創設

者は今期からニセコ町の町議会議員になりました。私

も、「頼むから議員になってくれ」と彼に言いました。

私は今まで観光協会でいろいろな活動をしてきました

が、最終的な交渉をしてもなかなかうまくいかないん

ですね。中に入り込んでグイグイやるには、こういう立

場が必要だったので、議員をさせていただいています

が、倶知安町だけ頑張ってもバランスが悪いので、ニ
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セコ町にも同じ想いの人が議員で入ってほしいという

想いがありました。観光行政を変えていくにはこうい

う形で、行政の中に入っていくことも必要かなと。実際

に入ったら、行政側のやりたくてもできないという事情

もわかってくるんですね。両方の立場がわかるコネク

ターのような役割となって、うまく進めていければと

思っています。

岩崎　森さんと真野先生、改めてDMOについて、おわ

かりになる範囲でお話しいただけますか。

森　軽井沢町では観光協会が一般社団法人となって

います。町と観光協会の関係性は悪くはないのですが、

今の町長と観光協会長は理想が高く、情熱と行動力

があるので、それに事務方が追いついていないという

部分は少しあるかと思います。DMOがどういう方向性

にあるかは、私の立場ではちょっとわかりません。

真野　私は山出さんと同意見かもしれません。観光協

会は商店街と一緒で、ルーティンというか、今までやっ

てきたことをやるのは得意だけど、新しい分野や観点

で新しいデータを集め、新しいマーケティングをして

新しい方向性を出すということは、最も苦手な団体な

のではと思います。だから、観光協会や観光セクター

がDMOをやるというのは、僕は間違っていると思って

います。

　例えば、山出さんがなさっているように、アートで

DMOをやるとか、何か目的があってやるならいいと思

います。デスティネーションカルチャー（目的地文化）

という言葉がありますが、無目的から目的は生まれな

いので、まず目的になり得る芸術や自然を磨くべきで

す。それは思い切って観光とは違う分野の人などがや

るべきで、そういうものが動いてきたら、観光セクター

も協業できると思うんです。でも、観光業だけで立っ

ていくことは、多分難しいのではないかなと思います。

商店街に商業活性化をやれと言うのと似ていて、観光

と違う部門が強い地域ならでき得るし、やり得ると思

います。

　尾道の場合は、観光協会よりも造船業からスピンア

ウトしたディスカバーリンクせとうちという会社や、尾

道空き家再生プロジェクトの代表を務める豊田雅子さ

んという一個人、ベンチャー精神が旺盛な飲食業の

人が、勝手にプロモーターになり、自分の販路やネッ

トワークで結構成り立っているので、パブリックなもの

で一つにまとめてプロモーションできるとは思わない

です。尾道の場合、特に今までそれができていない地

域なので、難しいのではと思いました。

山出　例えばホテルを良くしたいという場合、ホテル

の再生プロデューサーに来てもらえばうまくいくという

ことは今までもよくありました。でも最近は、その前に

「診断」が必要なのではないかと考えています。

　自分を例にすると、僕はこの1年ダイエットをしてい

ます。最初に膝が痛くなったので、病気やケガじゃな

いかと心配して外科に行き、いろいろ検査しました。

しかしその前段階として、きちんと問診を受けていれ

ば、原因が太り過ぎであり、ダイエットすれば改善でき

ることがすぐにわかったのではないかと思います。

　これと同じように、自分の企業や自治体の再生計画

を考える時、見ようとする対象から少し距離を置き、

俯瞰して見るような視点が必要ではないかと思います。

DMOにおいても、そういう視点を持つプロデューサー

が地域にいるかどうかが肝になると思います。

滞在客を受け入れる地域側の
ライフスタイルを見直す

会場　講座のテーマに「滞在」という言葉が入ってい

ますが、滞在というのは何をもって定義するのかとい

Noriyuki Mori
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うことを内田先生にもう一度お伺いしたいと思います。

訪日外国人はニセコの後に白馬のスキー場に行くなど、

自分のやりたいことに合わせ、広域周遊的に動きなが

ら滞在する場合もあると思いますが、日本人の場合、

湯治以外の滞在というのはどういうものがあるので

しょうか。

内田　滞在の定義は大変難しい問題であると感じて

います。日本において、滞在型観光というのは、マス

ツーリズムにおける周遊型観光の対比的な形で定義

されていることが多いという現実があります。調査で

宿泊施設の関係者、旅行者に滞在型観光とはどうい

うものかと尋ねても、2～3泊で滞在型と言う人もい

れば、欧米で見られるような長期滞在を指す人もいま

す。ただ、多くは2、3日でも滞在型という認識でした。

　そのため現実的には、連泊型が日本における実質

的な滞在型なのかなと考えています。ただ、今後のこ

とを考えれば、日本ではどういう形態を滞在型という

のか、またどのような滞在型を目指すべきなのか、き

ちんと整理していく必要があるのではないかと思い

ます。

会場　今の質問の延長で滞在型についてお聞きしま

す。今回の講座は地域側から滞在をどう受け入れ、仕

掛けていくかという発想だと思います。昔ながらの湯

治が人々の暮らしの中から生まれてきたことを考える

と、人々の暮らし方の変化が根本にあり、それに合わ

せて地域側がどう対応していくかということで、両方が

一緒に動かないと答えは出ないのではないかと思って

います。もう一度、根本的に暮らし方を見つめ直し、地

域として滞在環境や空間をどう作っていくかというこ

とが非常に重要なのではないでしょうか。

森　暮らし方というお話がありましたが、軽井沢の場

合は別荘文化が栄えています。別荘に来て何もしない

で滞在し、心と体を癒やして帰るというライフスタイル

です。その合間にどこかに遠出したり、食事に出掛け

たりするということがありますが、基本的には「休む」

ということではないかと思います。

　今、軽井沢に別荘をお持ちの方で、普段は海外に暮

らしていてお父さんはずっと海外で働いているけど、

お母さんと子供は帰国して別荘に滞在するというケー

スがあります。子供は帰国している期間だけ地元の小

学校に入学できます。町内には3つの小学校があり、

そういうお子さんが30人近くいます。このような受け

入れの取り組みによって、お母さんは子供を預けて

ゆっくり静養できるということもあると思います。

　問題は、観光で訪れる方について、どのように滞在

化を進めていくかということです。行政、民間の両方

で課題となっており、ニューツーリズムのような仕掛

けづくりなどいろいろと取り組んでいますが、なかな

か決定打が出ないというところはあります。

山出　一つ、この場で反省をしたいと思います。うちの

スタッフは多忙で、毎年のように芸術祭をやっている

ため、有休や代休がたまっています。その改善策として、

3年ほど前から1カ月程度の休暇を取れるようにしまし

た。簡易な申請を出してもらい、大学にも短期で入れ

るようにしています。フランスやイギリスの大学と交流

提携をしているので、往復分の旅費も出して研究員と

して入れるようになっていますが、なかなかみんな使

いません。それは、僕がずっと事務所にいて仕事をし

ているからだと思います。やはり、経営者が率先して1

～2週間の休みを取り、バカンスに行くしかないと思っ

ています。そのように考えて、最近は僕も休もうかなと

思っています。

岩崎　ありがとうございます。私どもの財団もそうした

いと思います。部長、よろしくお願いいたします（笑）。

　森さんから小学校のお話が出ましたが、田中さん、

ニセコも外国人のお子さんが小学校に入るケースが増

えているということでした。

田中　お話を聞いていて、ニセコと軽井沢とは共通項

がたくさんあると思いました。ニセコも、海外から移

住されている方やハーフのお子さんが海外から数カ月

間来て、教育現場でそういうお子さんたちの受け入れ

をしないといけないので、英語が話せる学習指導員を

配置して、通訳しながら勉強してもらうよう対応したり、

私立のインターナショナルスクールに入っていただい

たりしています。

　軽井沢で国際バカロレアのインターナショナルス

クールが開校されたということで、ニセコでも何とか

誘致できないか話し合いが始まっています。英語での

学習環境を整えないと、小さいお子さんを抱えた優秀

な外国人の労働力が確保できないんですね。子供が
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大きくなると教育環境を理由にニセコを離れてしまう

ということがずっと続いていて、何とか環境を整えた

いという想いがあります。

「現場で学ぶ」ことに惹
ひ

かれる
若い担い手たち

岩崎　別府や尾道のお話を聞いて、若い人たちが積極

的に地域の活動に関わることを、うらやましいと思っ

ている受講者の皆さんも多いのではないかと思います。

市民参加というお話もありましたが、どのように若い人

を巻き込んでいくのか、若い人たちがどう関わっていっ

たのかというエピソードを山出さんと真野先生にお話

しいただければと思います。

真野　空き家再生プロジェクトの専従スタッフは豊田

雅子代表の他に男性2人、女性1人の3人がいます。N

君という男性スタッフは尾道の向
むかいしま

島という島の出身で、

建築系の大学院を出ていますが、普通の不動産業や

ゼネコンに就職するのではなく、地元に帰って自分が

研究していた空き家のリノベーションなどをしたいと

思っていたところ、地元でそれができる団体ができた

ので魅力を感じて飛び込んできた、最初の一人です。

　K君という男性スタッフは埼玉出身で、千葉の人文

系の大学を出ています。大学時代、先生に連れられて

尾道に来たことがあり、ここで働いてみたいという関

心を持って飛び込んできました。当初は建物や建築の

スキルもなければ、不動産に詳しいわけでもなく、何

ができるかといったらまず手足を動かすことで、ゲスト

ハウスを立ち上げる時はずっと現場にいて、みんなが

試行錯誤することを体験し、自分も動きながら学んで

いきました。

　Yさんという女性スタッフは広島市内出身で、金沢

の美術大学を出て、インテリアデザインの会社に入り

ました。しかし、自分がやりたいこととは違うと感じて、

会社を辞めてしまいました。彼女も学生の時に空き家

再生の合宿に参加していたので、思い立って転がり込

んできたという形で、「転がり込む」パターンが多いで

すね（笑）。

　そもそも「こういう能力が活かせます」という人は一

人もいなくて、みんな現場で学んでいます。私たちがし

ていることは小さなビジネススクールみたいなものな

んですよ。実際、商売したりそこでやらないと回ってい

きません。

　BEPPU PROJECTでも同じだと思いますが、黙って

いて給料が出るわけではなく、自分の給料はどうやっ

て出ているか、これをやったらこれだけお金が入ると

いうのを学びながら、その中で新しいことができない

か常に考えるわけです。だから結構厳しいんですよね。

そんなにたくさんもらえるわけでもないし。

　でも、ちゃんとやればもらえるようになるというのを

最初から教え込んでいて、それは豊田代表のすごいと

ころだと思います。彼女も一主婦で、元添乗員で、最初

からビジネスセンスが十分あったわけではないと思い

ますが、やはり商売の町なので、結構厳しいところが

あります。自営業関係の人たちがほとんどで、黙ってい

てもお金が入るという環境の人は少ないからよいのか

なと思っています。

岩崎　お話を聞いていて、環境や立場が人をつくるの

ではと思いました。山出さんはいかがですか。

山出　別府には立命館アジア太平洋大学（APU）があ

り、最初の頃、うちのスタッフはAPUの学生や卒業生

が多かったです。学生ボランティアとして参加して深く

関わるようになり、中には1年間休学して関わる人もい

ましたが、そこからうちの社員になった人もいます。

　H君というスタッフは、APUを3年ちょっとで卒業し

Junya Yamaide
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てある企業に内定が決まっていたのですが、3月30日

に内定を断り、「BEPPU PROJECTに就職します」と

言ってきました。入社してから5年くらい勤め、今は独

立して「六本木アートナイトプログラム」や「鳥取藝住

祭」の総合ディレクターを務めるなど、多方面で活躍

しています。

　うちは現場からいろいろなことを学びます。ほとん

どコンサルティングのような仕事なので、やっているこ

とはかなり難しく、入りたてのスタッフは目が回ってい

るのではないかと思います。そしていろいろなところで

引き抜かれたり独立したりしています。

　最近は少し増えてきましたが、これまで美大卒はほ

とんどいませんでした。経済学部など文系が多かった

です。うちはよそものが多く、先々週入社したスタッフ

は、この10年間で2人目の別府市出身です。ほとんど

のスタッフは、東京、大阪など大都市圏から来ています。

会場　尾道には日帰りで訪れるお客様がたくさんいる

というお話でしたが、それは魅力ある宿泊施設が少な

いからなのでしょうか。それとも機会があれば泊まり

たいけど、日帰りで通過せざるを得ないのでしょうか。

例えば、今増えつつある再生された空き家が、IT技術

とうまく結びついて民泊として利用されたりすれば、観

光客をうまく分散化して受け入れる仕組みをつくるこ

とができるのではないでしょうか。そのあたりの動向

や将来の可能性をお聞かせください。

真野　この講座のテーマが「滞在化」であるというこ

とは、「日本人がいかに滞在しないか」ということから

始まっていると思います。京都、東京、札幌、沖縄など、

2泊以上する観光地が全国に何カ所あるのかという話

で、あとはビジネス客が泊まる政令指定都市、残りは

そのどちらでもなく、1泊もしない観光地がほとんどと

いう状況です。尾道だけが特別泊まらない場所ではな

く、関西で言えば倉敷もそうですし、日帰りで行ける

場所は同じ運命なわけです。その中で滞在してもらう

のはそんなに簡単ではないと思います。

　今はAirbnbやゲストハウスなどの形態の宿泊施設

には、結構滞在しているんです。利用しているのは、従

来の滞在しない観光客とは異なり、外国人やバック

パッカーなどで、特別に観光地を見に来たというので

はなく、そういう人たちがそういう宿泊施設を利用し

ているということです。尾道にもAirbnbはいくつかあ

り、講義で紹介した茶園の歴史ある建物だったりしま

す。そういうところを利用する人は、これまでの観光

産業がターゲットにしていたマーケットにはあてはま

らないので、彼らが何を考えているかをどうつかむか

が重要です。今はIT技術などで小さいニーズを上手に

集めることが技術的には可能で、そういうものとロー

カルビジネスがどうつながっていくかだと思います。

　尾道は目には見えていないけれど、どんどんいろい

ろなものがつながっているんです。それは観光協会や

特定のNPOが捉えられる動向ではなく、ITの世界は知

らず知らずに動いているという特徴があるので、そう

いう話とDMOはうまくかみ合うのかという疑問を、個

人的に持っています。

パッション、ミッション、アクションの
3ステップ

岩崎　ここまでに出た論点以外にも、講義の中では、

新住民と元からいる住民との関係についてや、地域学

があったからこそ、住民の観光客を受け入れる温かい

気持ち、外からの経済的なプレッシャーに対して自分

たちが守るべきものや地域の暮らし方はこうだときっ

ちり意思表示できる住民・地元事業者を育むことが

でき、それがいかに大事か、といったことも論点として

Yosuke Mano
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いただきました。

　それでは最後に、パネリストの皆さんから一言ずつ、

今日の感想や今後の抱負などをいただいて、最後に内

田先生と梅川からコメントさせていただきたいと思い

ます。

真野　初めてこのような講座に参加させていただきま

した。DMOは言葉では聞いていましたが、そのことに

ついて考えている方が会場におられたり、私もいろい

ろ刺激を受けました。

　私は学者としては現場に行っているほうですし、実

践もしているほうですが、かといってど真ん中の当事

者でもない立場です。勝手な立場でいろいろ言ったと

思うのですが、そういう視点も含めて、経済的な観点

やマーケティング的な観点など、いろんな分野から考

えたり、いろんな視点から掘り下げていかないと、こ

の講座の目的である滞在化は達成できないのかなと

思います。

　我々がやっている社会工学という分野はもともとそ

ういう学問分野なので、そういう意味ではぴったり合っ

ていたのかなと思います。今日、もし豊田雅子代表が

話していたら、また違う話になったと思いますが、あり

がとうございました。

山出　滞在化のための具体策があるわけではないし、

コンテンツを作ればいいという話ではないと先ほど言

いましたが、やはり僕は地域にしても観光にしても、そ

れを良くするのは人材だと思っています。その場所で

働きたい、その場所を大切にしたいと思える環境づく

りが非常に重要だと思います。これは別に寮を作ろう

とかそういうことではありません。

　例えば今回の講義で、尾道の再生事業の写真を見

ましたが、とてもおしゃれなんです。「あ、いいな。こ

ういう所に住みたいな」と思わせる、そういうことがす

ごく大切だと思います。あとはいろいろな人がいると

いう多様性ですね。一人ひとりが持っているネットワー

クや関係性がとてもたくさんあるということが大事で

す。同じような人ばかりが集まると、そのネットワーク

が一元化してしまう。まちを豊かにするためには多様

性が重要で、その多様性を守るためには寛容性も大切

だと思います。

　あとは、「やるかやらないか」です。よく「どうしたら

BEPPU PROJECTのような組織ができますか」と言わ

れますが、「やるかやらないかです」と答えています。

リスクを恐れず、ちゃんと計画をして、あとはやるかや

らないか。自分もそういう覚悟を持って地域を盛り上

げていきたいと改めて思いました。

森　別荘地である軽井沢において、何もしなくても滞

在いただけるその根底には、軽井沢の歴史と文化があ

ります。「軽井沢は屋根のない病院である」と言った

人がいます。「娯楽を、人に求めず、自然に求めよ」と

いう言い伝えもあり、軽井沢はそういう文化でつながっ

てきています。

　それから先ほど、新住民と元からいる住民のお話が

ありました。新住民は声が大きいという話もしました。

では元からいる住民はどうなのかというと、例えば行

政が国の補助金を取って道路整備などを行うと、元か

らいる住民の中には「じゃあ、町は次に何をしてくれ

るのか」という論調になる方がいます。そうではなくて、

道が整備されたら、そこをうまく活かすのは皆さんで

しょうということを申し上げていますが、なかなか理

解していただけないことも多いです。地域で個々の活

動はありますが、それをそれぞれが持ち寄ってつなげ

ればもっといいことができるのではと思います。つな

げてくれる人が誰か出てきてほしいというのが行政側

の想いです。

田中　先ほど真野先生からもお話があったAirbnbは、

今は悪の象徴みたいに捉えられる風潮がありますが、

うちの会社も宿泊施設の運営をしており、Airbnbを通

した予約も受けています。今までは検索エンジンから

予約してくるのが一般的でしたが、Airbnbは泊まりた

い人の顔が見えるんですね。つまり、宿泊施設もお客

様を選ぶことができるんですよ。そういう点で、このシ

ステムは非常にメリットがあると思います。一つの情報

に惑わされず、使えるものはどんどん使っていくことに

よって、長期滞在につなげられるすごく良いツールにな

るのではと思いました。

　滞在型というのは暮らすように泊まるというのが一

つのテーマになると思うので、そういった形で皆さん

の地域で受け入れしていただければと思いますし、ニ

セコももっと取り組んでいきたいと思っています。

　富良野の仲間から聞いたすごく良いフレーズがある
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ので、皆さんにもご紹介したいと思います。それは「パッ

ション、ミッション、アクション」です。最初はやはり情

熱で始まる。そこでミッションを作り、取り組むのがア

クションです。ただし、アクションをちゃんとできない

と、それはフィクションで終わってしまうと（笑）。こう

いうことに取り組めるコミュニティをうまく作りながら、

取り組んでいければと思っています。

「学ぶ」意欲が人を育て、
地域の文化資本をつくる

岩崎　では、内田先生、このディスカッションの総括

コメントをお願いいたします。

内田　今回の議論をお聞きして、滞在化について3つ

のキーワードがあると思いました。「財源」「組織・人」

「文化」という3つの観点からまとめたいと思います。

　最初に、「財源」についてはリゾートや温泉地など

で大きな課題となっています。ただ、滞在化促進に向

けて自主財源の確保に取り組む中で、共通の問題点

が出てくると思いますので、この課題を共有化し、地

域を超え、その課題解決に向かって知恵を出し合って

いくことが重要だと感じました。

　次に「組織・人」という点では、尾道のお話で「人

の想いが形になる、それが組織である」というお話が

ありました。DMOも含めて、組織を作ることが目的で

はない、まちづくりを行うプロセスとしての組織であり、

環境を整え目的を実現させる、そのプロセスのための

組織をいかに作るか。例えば話題のDMOについても、

ニセコのようにまずは自主財源確保のためにBIDを整

備する事例もあり、地域の状況に応じて各地域で考え

ていく必要があると感じました。

　さらに「人の想いが形になる」ということでは、別府

で人々を沸騰させたような、何かエンジンになるよう

な仕掛けが、その後の組織を越えた広域連携につな

がるのではと思いました。人がいて初めて組織があり、

組織が形骸化して中身がなくなることのないような組

織づくりに、皆さん努めておられるように思いました。

　最後に「文化」という言葉を挙げました。地域がも

ともと持っている文化の中で、例えば尾道や別府のよ

うに新しいものを仕掛けていくことで若い人が集まる

ことや、ニセコのように多様な文化的背景を持つ人々

が地域に滞在する中で、「学ぶ」という言葉がキーワー

ドになっていると感じました。先ほどの若い人がどう

して集まってくるのか、それはその地域でしか味わえ

ない学びがそこにあるからではないかと思います。そ

うした文化が蓄積していくことで、軽井沢のような文

化資本につながっていくのではないかと感じました。

　田中さんのお話にあったように、フィクションに終

わらないアクションを起こすためには、基盤としての

財源、人がいる組織、それが作り出すその地域ならで

はの文化、こうしたものが地域特性として、訪れる人

だけでなくそこで育つ人を集め、魅力ある滞在が可能

な地域を形成していくことにつながるのではないかと

思いました。

梅川　当財団では「温泉まちづくり研究会」という温

泉地のまちづくりに関する研究会の事務局もしており

ますが、そのメンバーでもあり、本講座の講義でも事

例としてお話しした阿寒湖温泉とは20年くらいのお付

き合いがあります。阿寒湖はこれまでずっと、2泊3日

滞在できるレイクサイドリゾートを目指してきたのです

が、実際はほとんど滞在時間は延びていません。20

年やってきても観光構造は変わらないのです。しかし

ながら、インバウンドの増加によって、いともたやすく

ニセコや白馬、野沢温泉などで滞在化が進んでいて、

改めてインバウンドの影響は大きいと考えている次第

です。

　背景に何があるのかと考えると、ニセコなどではや

はり滞在できる施設があったこと、つまりコンドミニア

ムホテルですね。私はバブル以前からリゾート問題を

追いかけていますが、バブルの真っ最中に越後湯沢で

リゾートマンションブームが起こり、どんどん高層マン

ションが建ちました。これらは個人所有となっており、

オーナーが使わない時には他の人に使わせるというシ

ステムにはなってないわけですね。これに対してコン

ドミニアムの場合は、オーナー不在の時は他の人に

使ってもらうというマネジメントをする会社があって、

リーズナブルに長期滞在できるということで、そこは全

く違うと思いました。

　また、湯沢では5年くらいの間にマンションの部屋

数が1万5,000室くらい増加したのですが、ちょうど軽
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井沢の別荘と同じくらいのキャパシティになったんで

すね。軽井沢は100年近くかけてそれだけの容量に

なったのですが、湯沢は約5年間でできたということで、

短期間で急激に宿泊容量が増加してしまうとインフラ

に大きな負荷をかけます。キャパシティの問題という

よりは、スピードの問題なのだと思いました。やはり、

徐々にインフラを整えていって観光地として成熟して

いくことが大事で、“成長管理”という観点が必要なの

だと思います。どうやって計画的にキャパシティを増や

していくか、急激に増加したら絶対に失敗するので、

どこがコントロールするかも難しいですが、そういうグ

ロースコントロールの考え方が重要だと思います。

　もう一点、滞在化を推進する主体が極めて多様化し

ていると感じました。昔なら観光産業でしたが、今は

NPOやコミュニティがやっているということです。

　今回の講座のテーマは、「滞在」ですが、「滞在型」

だけを目指すのではなく、少しでも「滞在化」させると

いった発想が重要です。平均滞在泊数が1週間の地域

でさらに泊数が延びる場合もあれば、今は1泊してい

Tomoya Umekawa

ない観光地が1.5泊になれば、それも滞在化が進んだ

と考えていいのではないかと思います。このように滞

在化というのは、それぞれの地域に応じて、各地域が

主体的に考えることが大切ではないかと考えています。


